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　ステージや生産性によって異なり
ますが、１日に必要な飲水量は搾乳
牛で７５～１８０Ｌ、肥育牛で２０～
５０Ｌとされています。そのため、清潔
な水を常に飲めるように管理するこ
とが飼料摂取量を高め、成績向上
につながると考えられています。
　肥育牛を用いた当室の試験で
は、水槽とウォーターカップで比較し
たところ、肥育通期において、水槽区
で飲水量が２０％多く、飼料摂取量
が２％増加し、出荷時の体重が１６％
向上しました（表）。乳牛では飲水
量が２５％制限された状況下で、制
限前と比べ飼料摂取量が１２％低
下し、乳量が１０％低下した報告も
あります（Burgos et al．，２００１）。子
牛でも飲水できる環境下では、飲水
できない環境下よりもスターターの
摂取量が２３％多くなっていました
（大森ら，２０１５）。以上から、子牛か
ら成牛まで飲水量の確保が生産性
を低下させないために重要です。

　冬場の水温低下は飲水量の減
少、ひいては生産性の低下を引き起
こします。搾乳牛では冬季に７℃また
は３４℃の水を給与した試験で、冷
水区は温水区より飲水量が１０％少
なくなっていました（小島ら，２０１
５）。子牛はより顕著で、冬季に７℃
または１６℃の水を給与した試験で
は、冷水区で飲水量が３０％減りま
した（Huuskonen et al．，２０１１）。ま
た、冷水を飲水すると、ルーメン内の
温度が低下し、微生物による飼料
分解が抑制されます。そのため、冬
場は水温を低下させない対策が必
要となります。

　当室では、冬場に温水器を用い
て２５℃の温水を牛に供給していま

す（写真１）。これにより常に牛が好
む温度の水を供給でき、同時に凍
結防止にも役立っています。また、温
水器の設置が難しい場合でも、凍
結によって牛がまったく飲水できな
い状況を避けるために、簡便な防止
策として水道管にウレタン製の断熱
材を巻き付ける方法があります（写
真２）。注意点として、断熱材がむき
出しだと牛がかじるため、パイプな
どでカバーすることをお勧めします。
以上から本格的な冬が始まる前に
牛舎の水回りを確認して、冬季も牛
が快適に飲水できる環境にしましょ
う。
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　被毛や皮下脂肪の厚さなどにも
影響を受けますが、子牛が最も快適
な温度域は、３週齢までの子牛で、
１５～２５℃、３週齢以上の子牛で５
～２５℃とされています。この温度域
を下回る（あるいは上回る）と、体温
を維持するために余分にエネル
ギーを消費しなければならず、子牛
のエネルギー要求量は増加してい
きます（表１）。
　２０℃の環境下と比較した場合、
０℃の環境下では、３週齢未満の子
牛で３８％、３週齢以上で１８％も余
分にエネルギーを必要とすることに
なります。寒ければ寒いほど必要な
エネルギー量が増え、増体に悪影
響を及ぼします。しっかりと寒さ対策
を行いながら、寒冷期には代用乳

の給与量を増やす、油脂を多く含む
高ＴＤＮの「ミルスター」を使用する
といった工夫で、不足するエネル
ギーを補うことができます。

　ジャケット着用やヒーターの活用
など、子牛の寒さ対策にはさまざまな
方法がありますが、当室ではポリタ
ンクを代用した湯たんぽを活用し
た保温対策も行っています（写真）。
ポリタンクに６０～７０℃のお湯を
入れ、写真のようにハッチ内に入れ
て子牛を保温します。生まれて間も
ない子牛や、体調の優れない子牛
等に使用します。１ハッチ内にポリタ
ンクを４つまで置くことができます
が、お湯の温度が高い間は、低温ヤ
ケドをする可能性があるため、必ず
子牛にカーフジャケットを着せ、少し
隙間を空けてロープで倒れないよう
に固定してください。
　寒い外気から守るためには豊富な
敷料も欠かせません。敷料の量（深

さ）を考える指標の１つとして、ネス
ティング・スコア（nesting score）が
提唱されています（Lago et al．，２０
０６）。ワラなどを使用してしっかり
「巣ごもり（nesting）」できるように
すると、子牛は外気から身を守るこ
とができます。床からの底冷えを防ぐ
ためにも、冬場は敷料の量を増やし
て子牛を寒さから守りましょう。
　寒さ対策を考える上では、子牛に
当たる風の強さも重要です。子牛に
直接風が当たらないようカーテンや
コンパネで風よけを作り、壁からの
隙間風が当たっていないか等も
チェックしましょう。一方で、完全に牛
舎を閉め切ったままにしておくと、蓄
積したアンモニアが気道粘膜にダ
メージを与え、呼吸器病の原因とな
ります。冬場であっても一日の中で時
間を決めてカーテンを開けるなど、
定期的な換気が必要です。
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写真 2　水道管の凍結防止例

写真 1　湯たんぽを利用した保温対策

表1　ホルスタイン種子牛のエネルギー要求量に対する
         環境温度の影響（NASEM Dairy 2021より）

表 2　ネスティング・スコア
　　  （nesting score）
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牛は体重あたりの体表面積が大きく、脂肪も多くありません。また、被
毛による断熱効果が薄く、反すう胃での発酵熱が少ないことなどから、

成牛に比べ寒さに弱い状態です。寒さが子牛のエネルギー要求量に与える影
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写真 2　子牛が横になると敷料で肢が
           隠れて見えない（スコア3）

写真 1　当室で使用している温水器
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表 飲水量が肥育通期における飼料摂取量
    及び増体に及ぼす影響

飲水量（L）
配合飼料摂取量（kg）
通算DG（kg/日）
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